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貞
治
・
応
安
期
（
一
三
六
二
‐
七
五
）
に
は
、
反
尊
氏
派
が
幕
府
に
復
帰
し
、
政
情
安
定
へ
向
か
っ
た
一
方
、
朝
廷
は
強
訴
や
財
源
不
足
に

（
恥
）
（
Ⅳ
）

よ
り
公
事
が
停
滞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
佐
藤
進
一
氏
の
「
京
都
市
政
権
」
論
に
お
い
て
、
室
町
幕
府
が
朝
廷
か
ら
京
都
支
配
権
を

吸
収
し
た
最
初
の
段
階
と
し
て
、
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
に
幕
府
が
関
所
設
置
に
許
可
を
与
え
た
事
例
や
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
の
侍

民
屋
の
地
子
停
止
令
、
文
和
一

配
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

室
町
幕
府
成
立
後
、
北
朝
で
は
光
厳
上
皇
の
院
政
の
も
と
で
、
公
事
や
裁
判
が
比
較
的
安
定
し
て
行
わ
れ
た
が
、
観
応
の
擾
乱
（
一
三
五

（
脳
）

○
）
が
起
き
る
と
京
都
は
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
戦
乱
は
長
引
き
、
約
十
年
間
に
、
北
朝
は
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
・
文
和
二
年
（
一
三
五

三
）
、
翌
三
年
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
と
、
四
度
に
わ
た
っ
て
京
都
失
陥
を
経
験
し
た
。
京
都
に
迫
っ
た
南
朝
は
、
正
平
七
年
に
は
洛
中

民
屋
の
地
子
停
止
令
、
文
和
二
年
に
は
「
元
亨
例
」
に
従
っ
た
諸
公
事
免
除
な
ど
、
都
市
民
の
歓
心
を
買
う
政
策
を
発
し
て
お
り
、
都
市
支

一
師

平
安
京
・
京
都
の
都
市
法
と
公
共
領
域

説
第
三
章
室
町
幕
府
と
都
市
法

第
一
節
「
京
都
市
政
権
」
論
と
公
家
新
制

(三）
●

完

高
谷

知

佳
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「
京
都
市
政
権
」
論
で
は
、
軍
事
・
警
察
権
↓
行
政
・
民
事
裁
判
権
↓
経
済
支
配
と
い
う
順
序
で
、
幕
府
が
朝
廷
か
ら
段
階
的
な
権
限
吸

収
を
行
い
、
土
倉
・
酒
屋
役
の
創
出
に
よ
っ
て
幕
府
に
よ
る
京
都
支
配
が
完
成
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
四
世
紀
後
半
に
幕
府
が

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
京
都
支
配
を
掌
握
し
、
ま
た
そ
れ
が
政
治
的
・
経
済
的
に
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
朝
廷

の
有
し
て
い
た
権
限
を
奪
取
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
近
年
の
早
島
大
祐
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
軍
事
・
警
察
権

に
つ
い
て
は
貞
和
年
間
か
ら
検
非
違
使
庁
が
弱
体
化
し
て
お
り
、
裁
判
権
に
つ
い
て
も
当
事
者
が
幕
府
へ
訴
訟
を
持
ち
込
む
な
ど
、
幕
府
が

そ
れ
ら
の
権
限
を
担
う
こ
と
を
公
家
社
会
が
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
経
済
支
配
の
中
核
と
さ
れ
た
土
倉
酒
屋
役
は
、
朝
廷
の
商
業
課

税
権
を
奪
っ
た
の
で
は
な
く
新
た
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
京
都
市
政
権
に
限
ら
ず
、
宗
教
や
儀

（
剛
）

礼
の
面
で
も
、
権
限
吸
収
論
的
な
研
究
視
角
は
、
同
様
に
も
と
の
朝
廷
の
権
限
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
京
都
市
政
権
」
論
と
そ
の
見
直
し
に
お
い
て
、
徳
政
・
新
制
の
都
市
法
に
つ
い
て
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者

は
前
稿
で
、
義
満
・
義
教
・
義
勝
の
代
替
わ
り
に
、
京
都
に
お
け
る
殺
生
禁
断
や
治
安
維
持
の
法
か
ら
成
る
侍
所
制
札
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
本
稿
で
は
、
公
家
徳
政
・
新
制
に
お
い
て
京
都
の
都
市
法
が
一
貫
し
て
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
幕

（
川
）

府
が
徳
政
と
し
て
寺
社
本
所
領
や
訴
訟
の
興
行
を
引
き
継
い
だ
こ
と
は
つ
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
将
軍
代
替
わ
り
の
侍
所
制
札
は
、
徳

政
・
新
制
の
都
市
法
の
後
継
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

「
京
都
市
政
権
」
論
に
お
い
て
幕
府
に
よ
る
軍
事
・
警
察
権
の
掌
握
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
応
安
二
年
制
札
は
、
義
満
の
代
替
わ
り
徳

政
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
応
安
二
年
制
札
に
は
、
特
に
戦
乱
や
飢
謹
に
際
し
て
朝
廷
が
発
し
て
き
た
、
家
屋
に
対

す
る
権
門
横
断
的
な
規
制
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
幕
府
が
京
都
支
配
を
掌
握
す
る
中
で
、
公
家
徳
政
・
新
制

の
都
市
法
と
、
そ
の
統
合
的
・
公
共
的
機
能
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
脇
）

所
制
札
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。



戦
乱
の
中
、
京
都
は
四
度
失
陥
し
た
が
、
一
度
目
は
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
閏
二
月
、
南
朝
に
降
伏
し
た
尊
氏
が
直
義
を
鎌
倉
に
追
い

つ
め
破
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
、
京
都
を
守
る
義
詮
が
南
朝
に
敗
れ
て
京
都
を
逃
れ
た
。
三
月
に
還
京
す
る
が
、
北
朝
の
光
厳
・
光
明
・
崇

（
腿
）

光
と
春
宮
を
連
れ
去
ら
れ
、
治
天
も
神
器
も
欠
い
た
新
天
皇
後
光
厳
の
践
詐
は
困
難
を
極
め
た
。
二
度
目
は
翌
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
六

月
で
、
義
詮
は
後
光
厳
を
奉
じ
て
脱
出
し
、
尊
氏
も
上
洛
し
て
九
月
に
還
京
し
た
。

完
京
都
に
迫
っ
た
南
朝
方
は
、
洛
中
の
地
子
や
所
役
を
一
旦
停
止
す
る
法
を
発
し
て
い
る
。
一
度
目
の
正
平
七
年
、
戦
端
を
開
く
以
前
の
二

日
月
二
八
日
に
京
都
の
洞
院
公
賢
に
伝
達
さ
れ
た
の
は
、
「
洛
中
民
屋
号
地
子
、
方
々
致
證
責
之
由
有
其
聞
、
太
以
不
穏
便
、
還
幸
以
前
、
彼

錨
課
役
等
一
切
可
停
止
之
、
於
往
古
所
役
者
、
追
可
被
経
御
沙
汰
之
由
、
可
令
相
触
給
之
旨
、
天
気
所
候
也
、
価
上
啓
如
件
」
南
朝
方
が
入
京

辻
〈壁
す
る
ま
で
は
洛
中
の
地
主
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
に
課
す
地
子
を
停
止
し
、
そ
の
他
の
所
役
に
つ
い
て
も
南
朝
方
が
改
め
て
沙
汰
す
る
と
い
う

法
（
咄
）

肺
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
度
目
の
文
和
二
年
六
月
に
は
、
「
京
中
雑
務
事
」
に
つ
い
て
三
ケ
条
が
伝
達
さ
れ
、
第
一
条
で
は
「
一
、
可
免
除

者

（
肌
）

諏
諸
公
事
々
」
に
つ
い
て
「
任
元
亨
例
、
一
切
停
止
之
」
と
さ
れ
、
第
二
条
・
三
条
で
は
「
地
利
」
の
徴
収
を
一
日
一
や
め
さ
せ
て
い
る
。

一
尿京
網
野
善
彦
氏
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
「
神
人
公
事
停
止
令
」
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
中
に
は
、
正
平
七
年
の
祇
園
社
小
袖
座
神
人
の
訴
訟
で

密
持
ち
出
さ
れ
た
、
「
先
朝
御
代
」
に
諸
商
人
公
事
免
除
が
あ
っ
た
と
す
る
主
張
や
、
文
和
二
年
の
「
元
亨
例
」
に
基
づ
く
諸
公
事
免
除
の
法

妄
な
ど
、
こ
れ
ら
の
京
都
失
陥
前
後
の
事
例
が
多
い
。
渡
邊
歩
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
祇
園
社
が
本
所
と
し
て
神
人
に
課
し
た
所
役
は
免
除
さ
れ

（
剛
）

観
応
の
擾
乱
の
前
兆
と
し
て
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
年
閏
六
月
、
室
町
幕
府
内
の
対
立
が
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
例

と
し
て
、
足
利
直
義
邸
の
周
辺
で
「
近
辺
小
屋
或
壊
却
之
、
或
点
定
」
と
、
住
民
の
家
屋
の
安
寧
が
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

（
剛
）る
。
そ
の
後
、
同
年
八
月
に
足
利
直
義
は
失
脚
す
る
が
、
翌
観
応
元
二
三
五
○
）
十
月
に
京
都
を
脱
出
し
て
南
朝
に
降
伏
し
、
観
応
の
擾

乱
の
戦
端
が
開
か
れ
た
。

第
二
節
観
応
の
擾
乱
と
都
市
法
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（
断
）

ず
、
文
和
二
年
の
「
京
中
雑
務
事
」
は
「
朝
廷
が
洛
中
に
課
し
て
い
る
税
・
課
役
の
免
除
」
に
限
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

こ
れ
ら
の
免
除
が
何
を
さ
す
か
改
め
て
検
討
す
る
と
、
正
平
七
年
の
倫
旨
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
「
方
々
致
證
責
之
由
有
聞
」
、
つ
ま

り
戦
乱
に
乗
じ
て
地
子
や
所
役
を
誼
責
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
は
朝
廷
自
身
の
賦
課
の
み
な
ら
ず
、
諸
権
門
か
ら
住
民
や
被

官
へ
の
賦
課
に
対
す
る
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
南
朝
が
こ
の
法
を
平
時
に
も
貫
徹
す
る
見
通
し
が
あ
っ
た
と
ま
で
考
え
る
の
は
現
実
的

で
は
な
く
、
目
的
は
当
面
の
混
乱
を
収
拾
し
、
都
市
の
安
寧
を
保
証
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
翌
文
和
二
年
の
法
の
伝

達
に
も
「
此
外
京
中
雑
務
事
、
有
仰
含
官
人
明
廣
・
章
世
等
事
害
、
為
不
審
多
之
旨
示
」
と
あ
り
、
同
様
に
混
乱
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

達
に
も
「
此
尉

還
京
し
た
北
朝
や
幕
府
も
、
混
乱
か
ら
都
市
の
秩
序
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
と
り
わ
け
家
屋
の
掌
握
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
正
平
七
年
三
月
、
検
非
違
使
庁
は
祇
園
執
行
に
対
し
、
社
領
無
尽
銭
・
土
倉
・
閾
所
屋
を
注
進
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
祇
園
社
は
土

（
肌
）

倉
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
た
が
、
閾
所
屋
に
つ
い
て
は
在
家
人
に
尋
ね
て
も
把
握
で
き
ず
、
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
年
秋
に
は
、
幕
府
が
権
門
領
内
の
閼
所
屋
や
古
屋
を
支
配
下
に
置
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
九
月
、
幕
府
侍
所
が
「
寺
社
領

等
検
断
屋
、
被
寄
籠
舎
修
理
之
条
、
公
方
被
定
法
」
つ
ま
り
寺
社
の
財
物
で
あ
る
検
断
屋
を
獄
の
修
理
に
用
い
る
よ
う
公
方
が
法
を
定
め
た

と
し
、
祇
園
社
が
三
条
白
川
の
強
盗
屋
を
侍
所
に
届
け
ず
社
家
で
壊
し
取
っ
た
と
答
め
た
。
ま
た
翌
月
に
も
、
侍
所
が
、
閾
所
屋
だ
け
で
は

な
く
古
屋
も
「
当
時
現
在
所
々
古
屋
、
可
寄
籠
舎
修
理
之
由
有
沙
汰
」
獄
の
修
理
に
用
い
る
よ
う
法
を
定
め
た
と
し
、
堀
川
神
人
の
「
洛
中

（
朋
）

古
屋
壊
売
」
を
や
め
さ
せ
た
。
幕
府
か
ら
権
門
領
内
の
検
断
得
分
や
財
物
へ
の
介
入
は
異
例
で
あ
り
、
祇
園
社
は
直
ち
に
反
駁
し
た
。
清
水

克
行
氏
は
こ
れ
ら
の
事
例
に
注
目
し
、
「
牢
獄
の
維
持
管
理
が
権
門
領
内
の
閾
所
屋
没
収
の
理
論
根
拠
と
な
り
え
た
」
、
つ
ま
り
公
共
性
に
関

か
が
わ
れ
る
。

例
を
掲
げ
た
た
め
、
堀

（
Ⅳ
）

ど
の
混
乱
が
あ
っ
た
。

京
都
失
陥
は
い
ず
れ
も
短
く
、
南
朝
が
京
都
を
実
効
支
配
す
る
暇
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
南
朝
が
所
役
免
除
や
後
醍
醐
の
先

を
掲
げ
た
た
め
、
網
野
氏
が
挙
げ
た
事
例
の
よ
う
に
、
還
京
後
の
訴
訟
で
神
人
や
商
人
が
「
先
朝
御
代
」
の
諸
公
事
免
除
を
主
張
す
る
な
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（
川
）

わ
る
名
目
ゆ
え
に
権
門
領
へ
介
入
す
る
根
拠
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

獄
の
規
律
や
維
持
は
公
家
新
制
の
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
の
制
限
は
戦
乱
や
飢
謹
時
に
朝
廷
か
ら
発
せ
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
権
門
横
断
的
・
統
合
的
な
都
市
法
と
な
る
先
例
の
積
み
重
ね
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。
幕
府
が
こ
れ
を
発
し
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
た
だ
し
観
応
の
擾
乱
以
前
の
貞
和
元
年
二
月
、
足
利
直
義
の
屋
敷
を
一
族
や
家
僕
の
家
屋
を
壊
し
て
造
っ
て
お
り
、
内
裏
も
洛
中
の

古
屋
を
壊
し
て
木
材
を
調
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
統
合
的
な
都
市
支
配
へ
の
積
極
的
な
足
が
か
り
と
い
う
よ
り
も
、
実
際

（
Ⅲ
）

に
戦
乱
か
ら
獄
を
再
建
す
る
必
要
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
度
目
の
京
都
失
陥
は
文
和
三
年
二
三
五
四
）
一
二
月
で
、
洛
中
を
戦
火
に
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
月
に
は
還
京
し
た
。
延
文

元
年
（
一
三
五
六
）
「
壊
屋
商
買
事
、
於
記
録
所
可
有
沙
汰
之
由
被
仰
之
云
々
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
が
朝
廷
の
記

（
岨
）

録
所
で
取
り
扱
わ
れ
る
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
翌
年
五
月
、
沽
価
法
な
ど
の
対
処
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

（
蝿
）

「
穀
直
千
万
騰
躍
事
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
延
文
三
年
五
月
初
頭
に
「
京
中
不
可
売
魚
之
由
下
知
事
」
と
い
う
記
述
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
四
月
末
に
尊
氏
が
死
去
し
て
い
る
た
め
、
商
業
統
制
自
体
が
目
的
と
い
う
よ
り
仏
事
の
た
め
の
殺
生
禁
断
だ
っ
た
と
考
え
ら

最
後
と
な
る
四
度
目
の
京
都
失
陥
は
、
幕
府
の
中
枢
に
あ
っ
た
仁
木
・
畠
山
・
細
川
ら
の
失
脚
と
離
反
に
よ
り
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）

十
二
月
に
起
き
た
が
、
幕
府
は
同
年
中
に
還
京
し
た
。
そ
れ
に
続
く
貞
治
・
応
安
期
（
一
三
六
二
‐
七
五
）
は
、
京
都
が
政
治
的
な
安
定
に
向

か
っ
た
と
さ
れ
る
一
方
、
幕
府
の
「
京
都
市
政
権
」
掌
握
の
最
初
の
段
階
と
さ
れ
て
き
た
時
期
で
も
あ
る
。
次
節
で
詳
細
に
検
討
し
た
い
。

（
岨
）

れ
る
。ま

ず
朝
廷
を
中
心
と
し
て
、
貞
治
年
間
前
後
の
徳
政
や
都
市
法
を
め
ぐ
る
動
向
を
み
て
お
き
た
い
。

（
噸
）

二
条
良
基
に
よ
る
徳
政
の
意
見
状
で
あ
る
年
未
詳
の
「
後
普
光
園
院
摂
政
奏
状
」
で
は
、
神
事
・
仏
事
・
「
徳
化
事
」
の
充
実
が
そ
れ
ぞ

第
三
節
貞
治
年
間
の
公
家
徳
政
と
権
限
吸
収
論
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れ
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
徳
化
事
」
と
し
て
、
歴
代
の
徳
政
意
見
の
実
行
、
朝
務
閾
怠
を
正
す
こ
と
、
女
中
僧
徒
の
雑
務
口
入
の
停
止
、
能

力
主
義
に
よ
る
登
用
な
ど
と
と
も
に
、
「
次
国
者
、
以
民
為
本
、
先
被
休
衆
庶
之
愁
者
、
定
可
通
天
心
力
、
若
以
元
亨
例
諸
道
諸
業
課
役
可

被
停
止
乎
、
但
近
日
支
朝
要
者
、
不
能
左
右
、
一
旦
随
存
寄
略
述
書
者
也
」
民
を
安
ん
じ
る
た
め
、
元
亨
の
例
に
も
と
づ
く
諸
道
諸
業
の
課

役
停
止
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
奏
状
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
伊
藤
敬
氏
・
小
川
剛
生
氏
は
六
月
の
大
地
震
は
じ
め
災
害
や
疫
病
の
起
き

た
康
安
元
年
（
一
三
六
二
、
佐
々
木
文
昭
氏
は
伊
勢
神
宮
造
営
の
遅
れ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
応
永
元
年
（
一
三
六
八
）
と
推
定

‐
（
川
）

さ
れ
、
ま
た
「
元
亨
例
」
と
の
文
言
か
ら
神
人
公
事
停
止
令
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
政
治
的
に
は
一
定
の
安
定
を
迎
え

た
時
期
で
あ
る
が
、
都
市
法
は
な
お
公
家
徳
政
の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
特
に
都
市
へ
の
賦
課
が
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
こ
と

こ
れ
ら
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
但
馬
入
道
道
仙
と
い
う
人
物
が
、
「
洛
中
療
病
院
」
の
建
立
の
た
め
に
貿
易

船
を
仕
立
て
る
と
い
う
名
目
で
洛
中
か
ら
棟
別
銭
を
集
め
た
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
相
副
武
家
使
者
小
舎
人
云
々
、
被
成
論
旨
云
々
」
と
、

観
応
の
擾
乱
以
前
の
貞
和
年
間
か
ら
こ
の
時
期
に
か
け
て
、
都
市
賦
課
と
紛
争
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
下
坂
守
氏
は
、
貞
和
元

年
（
一
三
四
五
）
、
朝
廷
が
日
吉
神
輿
修
理
料
足
と
し
て
酒
壺
役
を
賦
課
し
た
が
、
以
降
は
賦
課
し
な
い
こ
と
が
山
門
に
対
す
る
条
件
で
あ
っ

た
た
め
、
翌
二
年
に
は
四
座
下
部
俸
禄
と
し
て
酒
壺
役
賦
課
を
試
み
、
ま
た
三
年
に
は
新
日
吉
社
造
料
足
と
し
て
幕
府
が
朝
廷
に
「
洛
中
・

（
Ｗ
）

河
東
酒
屋
」
へ
の
課
役
を
提
案
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
山
門
の
反
対
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
五
味
文
彦
氏
は
、
都
市
支

配
の
実
務
に
あ
た
る
使
庁
下
部
の
俸
禄
不
足
が
問
題
化
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
貞
和
二
年
に
頓
挫
し
た
酒
壺
役
賦
課
は
や
は
り
都
市
賦
課

で
あ
る
紺
屋
課
役
に
替
わ
り
、
貞
治
年
間
に
も
酒
屋
役
を
め
ぐ
っ
て
検
非
違
使
・
造
酒
司
・
八
幡
神
人
な
ど
が
争
っ
た
こ
と
、
一
方
で
幕
府

（
Ⅷ
）

で
は
、
同
じ
く
実
務
に
当
た
る
雑
色
小
舎
人
へ
の
給
付
の
財
源
を
地
頭
御
家
人
役
に
よ
り
確
保
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
馬
田
綾
子

氏
や
近
年
の
長
崎
健
吾
氏
の
研
究
に
よ
り
、
延
文
年
間
（
一
三
五
六
‐
一
三
六
一
）
に
洛
中
地
口
銭
・
棟
別
銭
が
一
般
化
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

が
わ
か
る
。

（
Ⅷ
）

れ
て
い
る
。
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こ
の
年
の
最
勝
講
は
、
闘
封

姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。

朝
廷
と
幕
府
の
許
可
を
得
て
い
た
。
こ
の
棟
別
銭
に
よ
っ
て
一
万
疋
と
い
う
額
が
集
ま
り
、
北
朝
初
期
の
悲
田
院
建
立
の
と
き
と
同
様
に
ま

（
剛
）

ず
柱
を
立
て
た
が
、
山
門
か
ら
の
強
訴
が
あ
れ
ば
移
転
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
所
属
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
後
完
遂
さ
れ

た
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
の
ち
に
国
家
的
名
目
の
財
源
と
な
る
都
市
へ
の
一
律
の
賦
課
の
、
初
期
の
も
の
の
名
目
と
し
て
、
京
都

に
対
す
る
救
仙
が
あ
り
、
朝
廷
・
幕
府
が
許
可
し
て
い
た
こ
と
は
重
視
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
元
手
に
し
て
貿
易
船
を
仕
立
て

よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
棟
別
銭
の
み
で
は
目
的
は
果
た
せ
な
い
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
都
市
賦
課
に
よ
る
救
仙
が
図
ら
れ
た
一
方
で
、
長
き
に
わ
た
る
救
仙
政
策
で
あ
っ
た
朝
廷
の
賑
給
定
が
、
同
じ
貞
治
六
年
（
一

（
皿
）

三
六
七
）
で
最
後
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
賑
給
定
は
最
勝
講
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
南
都
北
嶺
の
強
訴
が
相
次
ぐ
中
で
復
興
さ
れ
た

こ
の
年
の
最
勝
講
は
、
闘
乱
に
よ
っ
て
死
傷
者
ま
で
出
し
、
賑
給
定
も
中
止
と
な
っ
た
。
以
降
は
最
勝
講
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
賑
給
定
も

最
勝
講
や
賑
給
定
な
ど
、
南
北
朝
期
に
廃
れ
た
朝
廷
の
祈
祷
や
行
事
は
、
戦
乱
で
衰
退
し
て
消
滅
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
宗
教
や
儀
礼
に
つ
い
て
、
前
述
の
京
都
市
政
権
と
同
様
の
権
限
吸
収
論
、
つ
ま
り
朝
廷
か
ら
幕
府
が
「
国
家
祈
祷

（
醜
）

権
」
を
吸
収
し
た
と
い
う
見
方
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
の
研
究
で
見
直
し
が
進
み
、
大
田
壮
一
郎
氏
に
よ
り
、
最
勝
講
を

は
じ
め
と
す
る
公
請
論
義
会
は
、
鎌
倉
期
か
ら
権
門
寺
社
の
強
訴
の
手
段
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
た
め
、
復
興
過
程
で
選
択
的
に
放
棄
さ
れ
た

（
鯛
）

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
一
方
で
賑
給
定
は
、
恩
赦
な
ど
と
比
べ
て
具
体
的
な
対
象
人
数
が
不
明
で
あ
り
、
他
に
仏
教
的
救
仙
が
多
く
実
施
さ

れ
、
中
世
を
通
し
て
形
式
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
南
北
朝
期
に
朝
廷
が
賑
給
定
を
復
興
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
指

（
剛
）

摘
で
き
る
。
貞
治
六
年
の
賑
給
定
に
向
け
て
、
入
念
な
先
例
調
査
が
行
わ
れ
、
ま
た
こ
れ
以
前
の
貞
治
三
年
の
『
師
守
記
」
で
は
、
毎
月
記

（
脳
）

さ
れ
て
い
た
外
記
の
公
事
分
担
に
お
い
て
、
五
月
に
は
「
賑
給
定
」
の
項
目
が
み
ら
れ
た
。
賑
給
定
は
復
興
の
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
宗

教
政
策
と
し
て
の
最
勝
講
の
放
棄
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
廷
は
都
市
法
を
含
む
徳
政
の
復
興
を
志
向
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
一
方
で
幕
府
は
徳
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
動
向
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を
み
せ
た
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
権
限
吸
収
論
の
一
つ
の
事
例
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
見
直
し
た
い
・
時
期
が
少
し
戻
る
が
、
貞
和
四

年
（
一
三
四
八
）
足
利
直
義
が
行
っ
た
尊
星
王
法
は
、
天
下
静
読
の
た
め
の
祈
祷
で
「
大
法
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
祈
祷
と
あ
わ

せ
て
行
う
べ
き
事
柄
と
し
て
、
精
進
潔
斎
な
ど
と
と
も
に
「
於
清
水
坂
可
被
引
施
行
事
」
「
可
被
行
大
赦
事
」
「
被
興
政
道
可
被
播
徳
化
事
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
丹
生
谷
哲
一
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
清
水
坂
非
人
に
対
す
る
施
行
、
大
赦
、
徳
政
の
興
行
」
は
「
い
ず
れ
も
本
来
、

王
権
に
固
有
の
政
道
と
み
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
ま
や
国
家
的
祈
祷
と
と
も
に
直
義
の
統
治
権
的
支
配
の
も
と
で
沙
汰
さ
れ

（
師
）

て
い
る
の
で
あ
る
」
と
評
し
、
祈
祷
の
み
な
ら
ず
徳
政
な
ど
も
含
め
て
、
初
期
の
権
限
吸
収
の
事
例
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
尊
星
大

法
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
伴
っ
て
行
う
べ
き
と
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、
大
赦
や
非
人
施
行
は
従
う
べ
き
「
本
説
」
か
ど
う
か
わ

（
Ⅳ
）

か
ら
な
い
と
し
て
、
ま
た
徳
政
は
祈
祷
中
に
限
ら
ず
常
に
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
称
し
て
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例

か
ら
は
、
朝
廷
か
ら
徳
政
の
権
限
を
奪
う
よ
う
な
積
極
性
を
も
っ
て
幕
府
が
尊
星
王
法
を
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
、
北
朝
で
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
や
前
章
で
み
た
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
な
ど
、
年
末
に
過
差
禁
令
と
し
て
、
光
厳
天
皇
の

（
脇
）

正
慶
新
制
の
順
守
が
命
じ
ら
れ
る
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
も
衣
服
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
貞
和
四
年
末
、
幕
府
は
年

（
剛
）

始
の
服
装
に
つ
い
て
朝
廷
に
問
い
合
わ
せ
、
正
慶
新
制
に
よ
る
と
い
う
返
答
を
受
け
る
。
貞
和
二
年
か
ら
六
年
の
間
と
さ
れ
る
幕
府
の
「
倹

約
条
々
」
に
お
い
て
も
、
正
月
の
引
出
物
や
武
具
・
従
者
の
数
に
つ
い
て
は
制
限
を
明
示
し
て
い
る
が
、
「
衣
裳
事
守
公
家
新
制
、
堅
不

（
剛
）

可
随
他
之
段
」
と
、
衣
裳
に
つ
い
て
は
公
家
新
制
の
み
を
遵
守
す
べ
き
と
定
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
観
応
の
擾
乱
以
前
に
引
き
続
い
て
、
貞
治
年
間
ま
で
は
都
市
法
は
公
家
徳
政
の
一
要
素
で
あ
り
、
特
に
都
市
賦
課
を
め

ぐ
る
問
題
解
決
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
賑
給
定
の
復
興
が
図
ら
れ
た
が
廃
絶
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
幕
府
は
権
門

横
断
的
な
家
屋
支
配
は
試
み
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
ま
で
は
、
都
市
賦
課
や
過
差
禁
令
な
ど
に
は
あ
ま
り
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
姿
勢
が
変
化
し
た
と
い
え
る
の
が
、
次
に
述
べ
る
貞
治
六
年
の
義
詮
か
ら
義
満
の
代
替
わ
り
で
あ
り
、
応
安
二
年
の
侍
所
制
札
で
あ
っ

た
○
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発
し
て
い
る
。

一
、
年
始
諸
人
引
出
物
、
一
向
可
停
止
事

一
、
所
々
雑
掌
、
可
為
倹
約
事
、

一
、
精
好
大
口
、
織
物
小
袖
、
不
可
着
、
金
具
鞍
不
可
用
事
、

一
、
中
間
以
下
輩
、
金
銀
梅
花
皮
等
腰
刀
、
可
停
止
事
、
（
Ⅲ
）

一
、
同
輩
、
直
垂
之
絹
裏
、
絹
腰
、
並
烏
帽
子
懸
不
可
用
事
、

貞
治
六
年
の
こ
の
禁
制
は
、
年
始
の
行
事
の
た
め
に
年
末
に
発
せ
ら
れ
た
過
差
禁
令
で
あ
る
が
、
公
家
新
制
に
対
す
る
言
及
は
な
く
な
っ

て
い
る
。
三
・
四
・
五
条
で
定
め
ら
れ
た
衣
裳
に
つ
い
て
の
規
制
内
容
は
、
鎌
倉
期
の
公
家
新
制
に
繰
り
返
し
み
ら
れ
た
も
の
で
、
過
差
の

基
準
が
公
武
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
公
家
新
制
に
倣
う
も
の
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
義
詮
か
ら
義
満
へ
の
代
替
わ
り

を
機
に
、
幕
府
が
武
家
社
会
に
対
し
、
自
ら
の
名
の
も
と
に
、
徳
政
と
し
て
過
差
禁
令
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

さ
ら
に
幕
府
が
、
武
家
社
会
か
ら
都
市
社
会
へ
と
対
象
を
拡
大
し
、
ま
た
過
差
禁
令
に
加
え
て
都
市
法
を
も
発
す
る
な
ど
、
徳
政
と
し
て

の
内
容
を
も
拡
大
し
た
の
が
、
応
安
二
年
の
侍
所
制
札
で
あ
る
。
応
安
元
年
十
二
月
に
義
満
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
て
お
り
、
応
安
二
年
二

月
に
発
せ
ら
れ
た
侍
所
制
札
も
ま
た
代
替
わ
り
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
俗
人
ノ
法
師
ナ
リ
、
同
カ
サ
ヲ
キ
ル
事
、
〈
付
、
法
師
ノ
ホ
ウ
シ
ニ
テ
面
ヲ
カ
ク
ス
事
、
〉

一
、
ハ
ク
エ
キ
ノ
事
、
〈
付
、
ス
ク
六
〉

る
○

貞
治
六
年
十
二
月
七
日
、
足
利
義
詮
が
死
去
し
、
十
二
月
二
十
九
日
、
義
満
を
擁
す
る
細
川
頼
之
が
自
邸
で
以
下
の
よ
う
な
過
差
禁
制
を

第
四
節
室
町
幕
府
の
徳
政
と
応
安
二
年
侍
所
制
札
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を
行
っ
て
い
る
。

附
則
の
「
車
以
下
商
売
、
四
条
町
の
立
売
」
に
つ
い
て
は
、
壊
し
た
家
屋
の
財
産
や
材
木
を
車
に
積
ん
で
行
商
し
た
り
、
四
条
町
で
売
っ

た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
屋
の
売
却
に
つ
い
て
、
応
永
十
二
年
二
四
○
五
）
、
東
寺
境
内
の
住
人
が
家
屋
を
解
体

扉
伽
一

／
・
’
八
旦

澤
え
し
‐
き
つ
○

第
三
条
の
「
ヤ
ク
」
は
家
屋
と
推
測
さ
れ
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
朝
廷
は
戦
乱
や
飢
饅
に
際
し
て
家

屋
を
壊
し
売
る
こ
と
を
禁
じ
、
幕
府
も
建
武
式
目
に
お
い
て
家
屋
を
め
ぐ
る
秩
序
維
持
を
命
じ
、
京
都
失
陥
後
に
権
門
領
の
閼
所
屋
・
古
屋

（
脱
）

の
接
収
を
試
み
た
が
、
こ
の
第
三
条
で
は
そ
の
流
れ
を
踏
萎
し
、
諸
権
門
の
分
権
支
配
へ
の
留
保
を
つ
け
ず
、
一
律
に
家
屋
に
対
し
て
規
制

一
、
ャ
ク
ヲ
コ
ホ
チ
ウ
ル
事
、
〈
付
、
車
イ
ケ
商
買
、
四
條
町
ノ
立
ウ
リ
、
〉

一
、
セ
イ
ヵ
ウ
ノ
大
口
、
ヲ
リ
モ
ン
ノ
小
袖
、
ク
ラ
具
足
ノ
金
銀
ノ
タ
ク
ヒ
、
色
カ
ワ
ノ
シ
タ
ウ
ッ
用
事
、

一
、
中
間
凡
下
輩
、
エ
ホ
シ
ヵ
ヶ
、
キ
ヌ
コ
シ
、
ヒ
タ
、
レ
キ
ヌ
ウ
ラ
、
同
大
口
、
刀
ノ
カ
ヘ
ラ
キ
金
銀
、
〈
但
、
メ
ヌ
キ
ヲ
除
事
、
〉

右
條
々
、
カ
タ
ク
可
被
止
也
、
若
違
犯
ノ
事
ア
ラ
ハ
、
可
処
罪
科
之
状
、
依
仰
下
知
如
件
、

（
土
岐
義
行
）
（
脱
）

応
安
二
年
二
月
廿
七
日

左
馬
助
源
朝
臣
判

第
四
条
・
第
五
条
は
貞
治
六
年
の
禁
制
を
踏
襲
し
た
過
差
禁
令
で
、
第
一
条
か
ら
第
三
条
が
都
市
法
で
あ
る
。

第
一
条
の
、
俗
人
が
僧
侶
の
装
い
を
す
る
こ
と
の
禁
止
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
家
新
制
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
京
都
に
お
け
る
寄
沙
汰
の
頻

発
な
ど
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
僧
俗
い
ず
れ
も
が
顔
を
隠
す
こ
と
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
十
一
世
紀
の
市
女
笠
に
対
す
る
行
き
過

（
脱
）

ぎ
た
取
締
り
の
例
や
、
鎌
倉
末
期
の
路
上
で
の
紛
争
の
例
な
ど
、
都
市
で
顔
を
隠
す
こ
と
は
問
題
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
上
、
南
北
朝
期
の

（
脳
）

京
都
に
お
け
る
礼
の
秩
序
の
混
乱
の
中
で
は
、
一
層
そ
こ
か
ら
の
紛
争
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
一
条
お
よ

び
第
二
条
の
博
突
禁
止
は
治
安
維
持
の
法
と
い
え
る
。
ま
た
、
十
一
世
紀
の
市
女
笠
の
取
締
り
に
際
し
て
、
都
市
民
の
服
装
を
取
り
締
ま
る

な
ら
ば
事
前
に
周
知
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
幕
府
に
よ
る
制
札
は
都
市
法
の
あ
る
べ
き
形
式
と
い
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（
Ⅳ
）

し
て
車
に
積
ん
で
寺
外
に
売
ろ
う
と
し
て
東
寺
か
ら
答
め
ら
れ
た
り
、
ま
た
正
平
七
年
十
一
月
、
祇
園
社
で
「
三
条
白
川
先
日
検
断
屋
車
牛

事
、
米
屋
隠
置
事
以
寄
方
問
答
了
」
検
断
を
受
け
た
家
屋
の
車
や
牛
と
い
っ
た
動
産
財
が
米
屋
に
預
け
ら
れ
て
祇
園
社
か
ら
隠
蔽
さ
れ
た
り

（
Ⅷ
）

と
い
う
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
附
則
は
、
家
屋
を
め
ぐ
る
規
制
や
接
収
か
ら
逃
れ
て
、
離
れ
た
場
所
や
市
町

ま
で
運
ん
で
財
物
や
木
材
を
売
却
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
第
三
条
で
規
制
さ
れ
た
家
屋
・
車
・
行
商
の
い
ず
れ
も
が
、
室
町
期
に
お
い
て
幕
府
や
本
所
・
地
主
か
ら
の
都
市
賦
課
の
単

位
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
車
に
対
す
る
賦
課
の
例
は
室
町
期
以
前
に
は
少
な
い
が
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
、
幕
府
が
祇
園
社
に
対
し
て

「
祇
園
社
開
発
境
内
居
住
之
輩
、
雑
車
一
輪
別
、
毎
月
五
輪
事
、
当
社
造
営
之
間
、
為
奉
行
職
可
被
致
沙
汰
之
条
、
依
仰
執
達
如
件
」
、
つ

（
Ⅷ
）

ま
り
造
営
の
た
め
、
開
発
境
内
の
住
民
に
車
を
単
位
と
し
て
賦
課
を
か
け
る
こ
と
を
容
認
し
た
。
「
雑
車
一
輪
別
、
毎
月
五
輪
」
の
内
容
が

明
確
で
は
な
い
が
、
車
を
用
い
た
一
定
の
労
役
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

言
葉
少
な
な
法
文
に
対
し
て
推
測
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
三
条
の
本
文
と
附
則
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
の
高
い
も
の
と
考
え
れ

ば
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
の
と
合
わ
せ
て
、
車
に
よ
る
行
商
や
四
條
町
に
お
け
る
立
売
に
つ
い
て
も
規
制
を
図
っ
た
と
読
む
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
幕
府
は
、
地
口
銭
の
対
象
と
な
る
家
屋
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
車
や
立
売
に
つ
い
て
も
賦
課
の
対
象
と
し
て

掌
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
室
町
期
京
都
に
お
け
る
商
業
・
流
通
支
配
は
分
権
性
が
強
く
、
幕
府
が
こ
れ

ら
を
統
合
的
に
掌
握
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
義
詮
か
ら
義
満
へ
の
代
替
わ
り
徳
政
の
応
安
二
年
侍
所
制
礼
で
、
こ
れ
ま
で
公
家
新
制
が
担
っ
て
い
た
徳
政
と
し
て
の

過
差
禁
令
・
都
市
法
を
、
幕
府
が
自
ら
の
名
の
も
と
に
、
ま
た
武
士
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
京
都
社
会
に
対
し
て
、
直
接
発
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
制
札
は
、
「
京
都
市
政
権
」
論
に
お
い
て
は
幕
府
が
治
安
・
警
察
権
の
掌
握
と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
見
直
し
の
議
論
に
お
い

て
も
こ
の
制
札
自
体
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
幕
府
が
京
都
に
対
し
て
独
自
に
徳
政
を
行
っ
た
画
期
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
室
町
幕
府
の
徳
政
の
う
ち
、
仏
神
事
や
訴
訟
興
行
に
つ
い
て
は
、
応
安
半
済
令
が
徳
政
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、
ま
た
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（
刑
）

育
と
過
差
を
禁
じ
て
い
る
。

義
持
以
降
は
代
替
わ
り
徳
政
と
し
て
訴
訟
制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
徳
政
と
し
て
の
都
市
法
も
、
ほ

（
刑
）

と
ん
ど
同
時
期
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
朝
廷
に
目
を
向
け
る
と
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
閏
七
月
の
彗
星
に
よ
る
徳
政
議
定
で
は
「
神
事
興
行
、
任
官
叙
位
、
雑
訴
、

洛
民
新
役
、
官
外
記
・
蔵
人
方
公
人
俸
禄
」
の
五
か
条
が
挙
げ
ら
れ
、
「
洛
民
新
役
」
「
官
外
記
・
蔵
人
方
公
人
俸
禄
」
で
賦
課
の
増
加
を
め

（
皿
）

ぐ
る
現
実
的
な
都
市
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
議
定
で
は
、
新
た
な
都
市
賦
課
の
増
加
を
停
止
し
、
公
人
の
報
酬
を
十
分
な
も
の
に
す
べ
き

と
し
て
い
る
が
、
朝
廷
自
身
が
検
非
違
使
の
四
座
下
部
へ
の
報
酬
の
た
め
に
都
市
賦
課
を
試
み
て
は
抵
抗
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

（
肥
）

と
、
こ
の
二
か
条
は
ま
さ
に
朝
廷
が
直
面
し
て
い
る
矛
盾
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
応
安
二
年
以
降
も
、
朝
廷
の
徳
政
評
定
で
は
直
面
す
る
都
市
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
幕
府
に
よ
る
権
限
吸
収
が
あ
つ

（
燗
）

た
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
後
は
、
朝
廷
の
徳
政
評
定
か
ら
公
家
新
制
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
幕
府
で
は
、
義
教
・
義

（
Ⅲ
）

勝
・
義
政
ま
で
、
将
軍
代
替
わ
り
に
は
徳
政
と
し
て
の
都
市
法
が
発
せ
ら
れ
た
。

義
教
の
代
始
で
あ
る
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
は
、
応
永
二
年
と
同
じ
く
侍
所
制
札
と
い
う
形
式
で
、
．
、
俗
人
の
法
師
な
り
の
事

〈
付
、
法
体
の
帽
に
て
面
を
か
く
す
事
〉
、
一
、
博
変
事
、
一
、
鴨
河
堀
川
の
魚
を
と
る
事
〈
付
、
さ
い
と
り
の
事
〉
」
と
い
う
三
ケ
条

の
禁
制
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
た
義
勝
の
代
始
で
あ
る
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に
も
、
同
じ
く
侍
所
制
札
で
、
「
鴨
川
白
川
捕
魚
事
、
付
さ
い

（
筋
）

と
り
、
俗
人
法
師
の
出
立
事
、
博
変
事
」
と
い
う
同
じ
内
容
の
禁
制
が
発
せ
ら
れ
た
。
義
政
の
場
合
は
、
侍
所
制
札
と
い
う
形
式
か
は
判
然

と
し
な
い
が
、
親
政
開
始
時
期
で
あ
る
康
正
三
年
（
長
禄
元
年
、
一
四
五
七
）
に
は
「
近
日
京
中
ニ
ア
シ
笠
、
ス
ケ
笠
、
皮
袴
、
ウ
チ
懸
ヲ
被

止
云
々
」
、
笠
で
顔
を
隠
す
こ
と
と
過
差
を
禁
じ
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
初
め
に
も
「
近
日
自
室
町
殿
被
出
御
法
」
と
し
て
膳
や
鶯
の
飼

し
か
し
、
応
安
二
年
制
札
の
第
三
条
に
み
ら
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
の
権
門
横
断
的
な
規
制
は
、
そ
の
後
の
代
替
わ
り
新
制
に
は
引
き
継
が

れ
ず
、
公
家
新
制
で
の
公
共
機
能
を
め
ぐ
る
法
の
多
く
も
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
最
後
に
、
室
町
期
の
諸
権
門
の
分
権
的
支
配
と
の
関
わ
り
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一
四
世
紀
後
半
以
降
、
幕
府
は
京
都
支
配
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
掌
握
し
た
。
し
か
し
、
本
所
・
領
主
に
よ
る
人
的
・
領
域
的
な
分
権
支
配

も
あ
る
程
度
容
認
さ
れ
て
お
り
、
特
に
寺
社
門
前
は
、
そ
れ
自
体
が
京
都
の
衛
星
都
市
的
な
場
で
あ
り
、
寺
社
が
一
円
支
配
を
行
い
、
検
断

（
Ｗ
）

屋
な
ど
は
当
然
に
寺
社
の
権
益
と
な
っ
た
。
ま
た
本
所
は
商
業
・
流
通
に
対
す
る
課
税
を
多
く
行
い
、
紛
争
も
伴
っ
た
が
、
幕
府
が
こ
れ
ら

（
刑
）

を
一
元
的
に
支
配
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
京
都
の
分
権
支
配
は
、
中
近
世
移
行
期
、
統
一
政
権
と
地
縁
的
共
同
体
の
一
元
的
な

（
燗
）

支
配
関
係
が
生
じ
る
ま
で
続
い
た
。

川
境
内
制
札
と
家
屋

至
徳
年
間
（
一
三
八
四
‐
八
七
）
に
は
、
足
利
義
満
政
権
の
も
と
で
、
公
家
も
含
め
て
訴
訟
が
幕
府
に
持
ち
込
ま
れ
、
侍
所
に
よ
っ
て
洛
中

遵
行
が
行
わ
れ
、
神
人
の
寄
沙
汰
が
禁
じ
ら
れ
る
な
ど
、
侍
所
が
洛
中
の
民
事
裁
判
機
能
を
掌
握
し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
時
期
で
あ

（
Ⅲ
）

る
が
、
同
時
に
寺
社
境
内
に
対
す
る
制
札
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
制
札
は
、
基
本
的
に
受
領
し
た
寺
社
の
利
益
と
な
る

幕
府
が
本
所
・
領
主
の
分
権
支
配
を
横
断
し
て
統
合
的
な
支
配
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
国
家
的
用
途
に
用
い
ら
れ
る
地
口
銭
や
棟
別
銭
を
一

律
に
課
す
場
合
、
ま
た
侍
所
が
神
泉
苑
な
ど
の
清
掃
に
「
町
人
」
を
動
員
す
る
場
合
な
ど
、
や
は
り
公
共
性
に
関
連
す
る
事
柄
で
あ
り
、
近

（
Ⅷ
）

年
こ
れ
ら
に
注
目
し
た
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
都
市
に
対
す
る
一
律
の
法
と
い
う
形
式
で
発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
室

町
期
に
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。
一
方
で
、
幕
府
が
寺
社
境
内
・
門
前
な
ど
権
門
領
内
に
対
し
て
保
障
を
与
え
た
法
で
あ
る
制
札
に
は
、

治
安
維
持
や
家
屋
の
保
全
な
ど
の
法
が
み
ら
れ
、
ま
た
幕
府
や
他
の
権
力
と
の
紛
争
の
中
で
「
洛
中
大
法
」
と
い
っ
た
文
言
も
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
切
り
口
と
し
て
、
京
都
支
配
の
統
合
性
と
分
権
性
の
関
係
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

の
中
で
、
都
市
の
公
共
機
能
の
法
の
行
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
五
節
室
町
期
京
都
の
分
権
支
配
と
法
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も
の
で
あ
り
、
祇
園
社
で
は
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
に
境
内
の
治
安
維
持
を
主
た
る
内
容
と
す
る
十
一
ケ
条
の
制
札
を
得
て
お
り
、
ま
た

（
脱
）

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
に
も
同
内
容
の
も
の
を
得
て
い
る
。

内
容
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
は
、
甲
乙
人
が
社
領
の
竹
木
を
切
る
こ
と
、
社
内
林
中
や
境
内
で
蘆
や
烏
を
用
い

て
殺
生
す
る
こ
と
、
社
内
林
中
や
東
西
芝
に
牛
馬
を
放
ち
入
れ
る
こ
と
、
同
じ
く
射
的
を
行
う
こ
と
な
ど
を
禁
じ
て
お
り
、
公
家
新
制
に
お

い
て
都
市
全
体
に
対
す
る
治
安
や
静
読
を
守
る
法
と
ほ
と
ん
ど
同
内
容
の
も
の
が
並
ん
で
い
る
。
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
は
鴨
川
・
白

河
・
境
内
の
殺
生
禁
断
と
社
領
の
保
全
で
あ
る
。

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
は
家
屋
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
五
条
で
は
「
社
領
住
宅
等
不
相
触
社
家
、
留
置
旅
人
事
」
社
家
に
報
告
せ

ず
旅
人
を
置
く
こ
と
、
つ
ま
り
寄
宿
の
禁
止
で
あ
り
、
第
六
条
で
は
「
壊
渡
住
宅
於
社
領
之
外
事
」
第
七
条
で
は
「
社
領
内
住
宅
不
相
触
社

家
売
買
事
」
家
屋
を
壊
し
て
社
領
の
外
で
売
る
こ
と
や
、
社
家
の
許
可
な
く
家
屋
を
売
買
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

寺
社
境
内
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
応
永
十
年
（
一
四
○
三
）
、
吉
田
社
が
得
た
二
ケ
条
の
禁
制
に
お
い
て
も
「
け
い
た
い
の
家
、
他
所
へ
こ

（
脱
）

ほ
ち
い
た
す
へ
か
ら
さ
る
事
」
つ
ま
り
家
屋
を
壊
し
て
持
ち
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
清
水
克
行
氏
や
三
枝
暁
子
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
、
室
町
後
期
の
北
野
社
の
家
屋
に
つ
い
て
、
領
内
か
ら
の
家
屋
の
持
ち
出
し
を
禁
じ
た
ほ
か
、
本
来
は
犯
罪
者
の
家
屋
を
焼
却
や

破
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
検
断
に
お
い
て
さ
え
も
、
そ
う
し
た
処
分
を
避
け
、
で
き
る
限
り
境
内
の
家
屋
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が

（
脱
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
清
水
氏
は
、
「
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
に
み
ら
れ
る
、
斯
波
義
将
が
足
利
義
満
に
対
し
て
検
断
に
よ
る
破
却
が
無
益

と
説
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
、
検
断
の
本
来
の
意
義
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
こ
れ
ま
で
の
公
武
の

（
恥
）

都
市
法
で
家
屋
の
保
全
を
重
視
し
て
き
た
姿
勢
の
反
映
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
朝
廷
・
幕
府
に
よ
る
洛
中
の
家
屋
維
持
の
重
視
は
、
治
安
維
持
と
財
源
確
保
と
の
両
方
の
目
的
が
考
え
ら
れ
た
が
、
権
門
寺

社
の
一
円
支
配
や
都
市
賦
課
の
増
加
と
と
も
に
、
家
屋
を
幕
府
自
身
の
財
源
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
横
断
的
な
法
も
発
せ
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
、
治
安
維
持
と
い
う
目
的
は
、
寺
社
が
自
領
に
お
い
て
同
様
に
家
屋
支
配
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
と
い
え
る
。
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(2)
権
門
寺
社
の
洛
中
所
領
は
、
こ
う
し
た
制
札
な
ど
を
受
け
、
一
円
支
配
を
保
証
さ
れ
て
い
た
が
、
家
屋
の
検
断
や
売
買
を
め
ぐ
っ
て
当
事

者
が
複
数
の
権
門
と
結
び
つ
く
こ
と
も
多
く
、
紛
争
も
生
じ
た
。
一
方
で
、
幕
府
が
直
接
そ
の
支
配
に
介
入
し
た
事
例
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な

（
剛
）

い
が
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
の
捨
家
に
対
す
る
検
断
を
幕
府
が
主
張
し
た
例
が
あ
る
。

東
寺
が
八
条
猪
熊
の
寺
領
に
お
い
て
、
地
子
未
納
で
逐
電
し
た
百
姓
の
家
屋
を
壊
し
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
彼
町
百
姓
」
に
対
し
、

幕
府
奉
行
人
か
ら
「
洛
中
就
検
断
、
就
逐
電
捨
家
及
逃
散
仁
躰
有
之
者
、
為
公
方
、
可
有
御
計
之
由
」
家
を
捨
て
逃
散
し
た
者
の
検
断
は
幕

府
が
行
う
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
東
寺
が
問
い
合
わ
せ
る
と
、
「
為
公
方
、
洛
中
於
捨
家
者
、
悉
被
点
、
因
幡
堂
・
六
角
堂
・

八
坂
塔
、
御
寄
進
之
間
、
努
々
為
地
主
、
自
專
不
叶
之
由
」
つ
ま
り
権
門
横
断
的
に
「
洛
中
捨
家
」
を
幕
府
が
点
定
し
寄
進
す
る
と
い
う
返

（
Ⅳ
）

答
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
対
し
東
寺
は
抗
弁
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
つ
に
は
東
寺
に
お
い
て
も
逐
電
し
た
者
の
家
の
扱
い
が

不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
応
永
三
三
年
、
「
今
在
家
逐
電
家
事
、
可
有
沽
却
、
不
然
者
破
置
、
可
焼
湯
云
々
」
逐
電
し
た
者

（
脇
）

の
家
を
売
却
す
る
か
壊
す
か
と
い
う
問
題
で
、
湯
起
請
を
検
討
し
た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
足
利
義
教
が
苛
烈
な
専
制
政
治
を
布

い
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
抗
弁
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
て
引
き
下
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
不
安
定
な
事
例
に
対
し
て
こ
れ
が
先
例
と
な
る
と
、
そ
の
後
、
東
寺
の
権
限
が
大
き
く
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
将
軍
義
政

の
治
世
で
あ
る
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
、
南
小
路
在
地
か
ら
逐
電
し
た
者
の
家
の
処
分
と
い
う
同
様
の
事
件
に
お
い
て
東
寺
は
「
彼
家
、

此
間
、
懸
符
置
之
、
価
於
加
様
屋
、
為
地
主
相
計
事
、
洛
中
大
法
欺
」
地
主
で
あ
る
東
寺
が
検
封
さ
れ
た
家
屋
を
処
分
す
る
の
が
「
洛
中
大

法
L一一

中
世
後
期
に
お
い
て
「
大
法
」
と
い
う
語
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
法
と
法
の
衝
突
を
整
序
す
る
法
で
あ
り
、
新
田
一
郎
氏
は
「
諸
方
に
お
い
て

用
い
ら
れ
て
い
る
人
び
と
周
知
の
作
法
や
準
則
」
が
大
法
と
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
公
方
の
法
」
が
ロ
ー
カ
ル
な
社
会
に
と
っ
て
外
部
か

（
川
）

ら
規
定
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
法
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
、
中
世
社
会
の
構
造
転
換
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
件
で
は

検
断
と
大
法

（
Ⅷ
）

で
あ
る
と
記
し
た
。
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側
制
札
と
関
所

川
で
触
れ
た
、
至
徳
年
間
以
降
、
幕
府
侍
所
が
権
門
寺
社
に
対
し
て
付
与
し
た
制
札
に
お
い
て
、
祇
園
社
や
吉
田
社
に
与
え
ら
れ
た
の
は

境
内
の
治
安
維
持
や
在
家
に
関
す
る
法
で
あ
っ
た
が
、
東
寺
に
対
し
て
は
、
境
内
に
お
け
る
商
人
の
通
行
お
よ
び
諸
本
所
が
商
人
か
ら
公
事

（
肌
）

を
取
る
こ
と
を
禁
じ
る
制
札
が
、
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
・
応
永
一
六
年
（
一
四
○
九
）
な
ど
に
与
え
ら
れ
た
。
京
都
と
外
部
と
の
流
通
路

で
は
、
諸
本
所
が
商
業
賦
課
を
行
っ
て
し
ば
し
ば
現
地
と
紛
争
を
起
こ
し
て
お
り
、
京
都
か
ら
の
南
口
に
あ
た
る
東
寺
境
内
に
と
っ
て
は
、

こ
う
し
た
商
人
や
賦
課
の
通
行
の
制
限
が
、
治
安
維
持
の
た
め
に
最
も
必
要
な
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
流
通
路
に
対
す
る
治
安
維
持
の
た
め
の
規
制
は
、
東
寺
自
身
に
も
降
り
か
か
っ
た
。
応
永
十
一
年
、
東
寺
は
修
造
料
と
し
て
南

さ
ら
に
、
検
断
を
め
ぐ
る
衝
突
の
中
で
、
「
大
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
意
味
が
読
み
取
れ
る
。
洛
中
の
「
周
知
の
作
法
や
準
則
」
で
あ
る
寺
社

の
一
円
的
な
検
断
権
の
あ
り
方
を
、
東
寺
は
「
洛
中
大
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
享
十
年
の
幕
府
の
権
門
横
断
的
な
法
が
蒸
し
返
さ

れ
て
も
対
抗
で
き
る
よ
う
、
自
ら
の
検
断
権
を
守
る
た
め
に
強
調
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
永
享
十
年
の
法
よ
り
以
前
か
ら
、
東
寺
に
お
い
て
は
家
屋
の
検
断
や
売
買
を
め
ぐ
っ
て
「
大
法
」
と
い
う
語
を
た
び
た
び
用
い
て

い
る
。
応
永
年
間
、
律
僧
が
境
内
の
家
の
買
得
を
望
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
、
「
異
門
黒
衣
輩
、
非
寺
家
被
官
之
儀
、
於
境
内
可
結
小
庵
之
条
、

（
Ⅲ
）

背
大
法
歎
、
価
不
可
叶
」
異
な
る
宗
派
で
寺
家
被
官
で
な
い
者
が
境
内
に
家
屋
を
所
有
す
る
こ
と
は
「
大
法
に
背
く
」
と
し
て
い
る
。
ま
た

（
醜
）

境
内
家
屋
売
買
に
際
し
て
十
分
の
一
を
寺
家
に
納
め
る
こ
と
や
、
外
部
へ
の
売
却
禁
止
も
「
大
法
」
と
呼
ん
で
い
る
・
こ
れ
ら
の
内
容
は
貞

（
剛
）

治
五
年
の
寺
内
の
禁
制
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
「
大
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
注
目
し
た
い
・
東
寺
内
部
の

多
様
な
集
団
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
さ
し
て
「
大
法
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
家
屋
の
検
断
や

売
買
に
つ
い
て
は
朝
廷
や
幕
府
が
権
門
横
断
的
な
法
を
発
し
て
お
り
、
さ
ら
に
当
事
者
と
結
び
つ
く
他
の
権
力
が
介
入
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
寺
内
の
規
制
で
あ
っ
て
も
、
「
大
法
」
と
呼
ん
で
強
調
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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室
町
幕
府
は
、
貞
治
六
年
の
義
満
へ
の
代
替
わ
り
を
機
に
、
徳
政
の
都
市
法
も
引
き
継
い
だ
。
治
安
維
持
・
家
屋
支
配
・
過
差
禁
令
か
ら

成
る
応
安
二
年
侍
所
制
札
は
、
こ
れ
ま
で
幕
府
に
よ
る
治
安
・
警
察
機
能
の
掌
握
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
徳
政
の
一
面
と
し
て
の
都
市
法

の
継
承
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
権
門
横
断
的
な
家
屋
支
配
は
、
こ
れ
ま
で
朝
廷
が
危
機
に
お
い
て
発
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
南
北
朝

府
が
京
都
支
配
を
掌
握
し
た
。

口
に
お
い
て
公
事
を
課
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
東
寺
は
賦
課
基
準
と
し
て
、
「
商
買
輩
」
と
「
山
崎
米
商
人
」
に
は
人
別
二
銭
、
商
人
の
馬

に
は
三
銭
、
車
に
は
十
銭
、
旅
人
に
は
人
別
一
銭
を
課
す
こ
と
を
、
奉
行
人
を
介
し
て
幕
府
に
届
け
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
管
領
は
「
一
行

（
恥
）

関
之
儀
歎
、
不
可
然
云
々
」
関
も
同
然
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
、
東
寺
は
商
人
に
対
し
人
別
一
、
二
銭
だ
け
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

事
例
で
は
、
「
公
事
」
と
し
て
容
認
さ
れ
る
の
は
、
商
人
に
限
っ
て
少
額
の
み
賦
課
す
る
場
合
で
あ
り
、
旅
人
ま
で
巻
き
込
む
と
「
関
」
と

み
な
さ
れ
て
禁
じ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
正
当
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
「
関
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
く
、
「
関
」
と
「
公
事
」
は
峻
別

で
き
る
語
で
は
な
か
っ
た
が
、
応
仁
の
乱
以
降
、
関
所
が
濫
立
し
た
時
期
に
も
、
商
人
以
外
に
対
し
て
通
行
料
を
取
る
こ
と
は
不
当
と
み
な

（
川
）

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
幕
府
は
、
京
都
の
交
通
・
流
通
と
い
う
公
共
機
能
に
つ
い
て
は
、
通
路
に
位
置
す
る
寺
社
の
治
安
維
持
を
制
礼
に

よ
っ
て
保
証
す
る
と
同
時
に
、
権
門
横
断
的
な
介
入
も
行
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
章
で
は
、
室
町
幕
府
が
京
都
支
配
を
掌
握
す
る
過
程
に
お
け
る
、
徳
政
の
都
市
法
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

観
応
の
擾
乱
に
お
い
て
、
京
都
奪
還
を
め
ざ
す
南
朝
方
が
都
市
民
に
諸
役
免
除
を
提
示
し
、
商
人
が
本
所
と
の
訴
訟
で
そ
れ
を
主
張
す
る

な
ど
、
鎌
倉
後
期
以
降
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
都
市
賦
課
が
、
戦
乱
の
駆
け
引
き
に
よ
り
問
題
化
し
た
。
戦
乱
が
終
息
し
て
以
降
、
北
朝
で

は
徳
政
議
定
や
意
見
状
な
ど
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
も
都
市
賦
課
に
つ
い
て
の
条
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
公
家
徳
政
に

お
い
て
都
市
法
は
な
お
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
賦
課
に
対
す
る
権
門
横
断
的
な
対
処

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
朝
廷
に
は
そ
れ
を
実
現
す
る
ま
で
の
力
は
な
く
、
十
四
世
紀
後
半
か
ら
室
町
幕

I
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内
乱
か
ら
の
復
興
の
中
で
幕
府
が
試
み
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
権
門
寺
社
が
自
ら
の
境
内
・
門
前
に
対
し
て
一
円
支
配
を
行
い
、
同
様
に
家
屋
維
持
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
が
こ

れ
以
降
の
代
替
わ
り
徳
政
で
権
門
横
断
的
な
家
屋
支
配
を
揚
げ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
諸
権
門
に
よ
る
京
都
の
分
権
支
配
は
、
都
市
の
公

共
機
能
の
法
と
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
都
市
を
構
成
す
る
境
内
・
門
前
の
治
安
や
静
證
、
そ
の
た
め
の
家
屋
の
維
持
な
ど
に
つ
い
て

は
、
幕
府
の
制
札
を
得
て
、
か
っ
て
の
新
制
と
同
様
の
保
証
を
受
け
る
と
と
も
に
、
自
ら
そ
の
秩
序
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

東
寺
が
家
屋
の
売
買
や
検
断
に
関
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
法
ど
う
し
の
衝
突
を
整
序
す
る
法
を
意
味
す
る
「
大
法
」
と
い
う
語
を
用
い
た
よ
う

に
、
朝
廷
や
幕
府
の
都
市
法
の
蓄
積
は
、
権
門
の
境
内
・
門
前
支
配
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

本
稿
で
は
、
平
安
京
か
ら
室
町
期
京
都
ま
で
の
、
都
市
の
公
共
機
能
に
対
す
る
法
を
辿
っ
た
。

都
市
は
、
多
様
な
人
と
経
済
が
集
中
し
、
疫
病
・
貧
困
・
治
安
悪
化
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
場
で
あ
り
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ら
に
適
切
な
対
処
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
前
近
代
に
対
し
て
「
公
共
性
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
櫛
木
謙
周
氏
は
、

（
Ⅳ
）

都
市
に
お
い
て
必
然
的
に
生
ま
れ
る
共
通
の
利
害
を
公
共
の
領
域
と
み
な
す
こ
と
を
提
言
さ
れ
た
。
平
安
京
に
お
い
て
は
、
永
続
的
な
首
都

と
な
っ
た
九
世
紀
以
降
、
治
安
や
環
境
の
保
全
・
救
仙
な
ど
の
法
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
都
市
の
公
共
領
域
に
秩
序
を
与
え
、
都
市

を
維
持
す
る
も
の
と
い
え
る
。
中
世
京
都
に
お
い
て
は
、
代
始
や
危
機
に
対
す
る
徳
政
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
公
家
新
制
に
、
こ
れ
ら
の
法
が

先
行
研
究
で
は
、
平
安
期
に
つ
い
て
は
、
保
立
道
久
氏
が
都
市
法
は
新
制
の
本
質
の
一
つ
で
あ
る
と
論
じ
て
重
視
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
期
以

降
に
つ
い
て
は
、
公
家
新
制
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
う
ち
荘
園
整
理
令
や
訴
訟
関
連
の
法
が
特
に
重
視
さ
れ
、
公
家
新
制
自
体
が
形
骸
化

（
珊
）

し
て
ゆ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
都
市
法
に
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
室
町
期
に
な
る
と
諸
権
門
に
よ
る
人
的
・
領
域

引
き
継
が
れ
た
。

お
わ
り
に
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ま
た
、
新
制
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
徳
政
と
し
て
救
仙
や
赦
免
も
重
視
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
専
ら
京
都
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
赦
免
に

つ
い
て
は
、
院
政
期
以
降
、
天
皇
家
の
仏
事
の
増
加
と
と
も
に
頻
度
が
増
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
椙
恢
を
極
め
て
い
た

「
京
中
強
盗
」
が
非
常
赦
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
り
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
人
数
や
罪
状
を
吟
味
し
て
慎
重
に
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

都
市
の
治
安
や
刑
政
の
実
情
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
救
仙
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
の
賑
給
が
年
中
行
事
化
し
、
祭
礼
に
伴
う
仏
教

的
施
行
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
新
制
で
困
窮
者
の
収
容
先
と
さ
れ
て
い
た
悲
田
院
や
療
病
院
な
ど
の
施
設

的
な
分
権
支
配
が
進
み
、
都
市
の
公
共
性
・
統
合
性
が
見
え
難
く
な
っ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
平
安
期
か
ら
南
北
朝
期
に
至
る
ま
で
の
公
家
新
制
・
徳
政
を
検
討
し
、
都
市
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
法
が
一
貫
し
て
新
制
の
重

要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
ま
た
京
都
の
変
動
や
危
機
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
室
町
幕
府
の
代
替
わ
り
徳
政
に
も
都
市
法
が
引
き

継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
時
代
ご
と
の
結
論
は
各
章
の
末
尾
で
述
べ
た
が
、
最
後
に
改
め
て
時
代
を
通
し
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

平
安
期
か
ら
鎌
倉
期
ま
で
、
公
家
新
制
や
都
市
法
に
お
い
て
、
京
都
支
配
に
つ
い
て
、
①
治
安
維
持
、
②
獄
の
規
律
、
③
道
路
環
境
の
清

掃
・
保
全
と
困
窮
者
保
護
、
④
殺
生
禁
断
、
⑤
不
安
定
な
居
住
の
規
制
と
掌
握
な
ど
の
法
が
繰
り
返
し
発
せ
ら
れ
た
。
平
安
期
に
は
、
単

項
法
や
時
限
的
な
法
が
「
新
た
な
禁
制
」
と
い
う
意
味
で
「
新
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
都
市
の
過
差
禁
令
や
困
窮

者
保
護
な
ど
は
そ
れ
自
体
が
徳
政
・
善
政
と
さ
れ
、
ま
た
中
世
の
公
家
新
制
に
継
受
さ
れ
た
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
都
市
に
関

す
る
「
新
制
」
は
峻
別
せ
ず
に
検
討
対
象
と
し
、
そ
し
て
市
女
笠
を
め
ぐ
る
「
新
制
」
の
事
例
か
ら
、
実
施
過
程
に
お
い
て
日
限
を
決
め
て

（
棚
）

周
知
が
必
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
平
安
期
か
ら
鎌
倉
末
期
に
か
け
て
、
先
例
を
踏
襲
す
る
法
が
多
い
一
方
で
、

治
安
維
持
に
つ
い
て
、
禁
止
対
象
が
都
市
民
へ
の
饗
応
の
強
制
か
ら
広
汎
な
都
市
民
自
身
の
遊
興
へ
変
化
し
た
り
、
ま
た
酒
に
つ
い
て
、
遊

興
と
し
て
の
群
飲
禁
止
が
飢
饅
対
策
と
し
て
の
酒
造
制
限
へ
変
化
す
る
な
ど
、
都
市
の
変
動
と
の
対
応
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

但
し
室
町
期
に
お
い
て
、
都
市
賦
課
、
と
り
わ
け
酒
に
対
す
る
も
の
が
朝
廷
・
幕
府
の
重
要
な
財
源
と
な
る
と
と
も
に
、
酒
に
関
す
る
禁
令

は
姿
を
消
し
た
。
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動
き
が
あ
り
、

ら
か
に
し
た
。

が
、
南
北
朝
期
に
も
な
お
建
設
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

本
稿
で
特
に
注
目
し
た
の
は
、
南
北
朝
期
以
降
の
徳
政
に
お
け
る
都
市
法
の
重
要
性
で
あ
る
。
公
家
新
制
は
、
鎌
倉
幕
府
後
期
に
訴
訟
法

（
加
）

と
分
離
し
て
形
骸
化
し
、
ま
も
な
く
終
焉
を
迎
え
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
南
北
朝
内
乱
以
降
も
、
朝
廷
に
は
徳
政
・
新
制
へ
の

動
き
が
あ
り
、
都
市
法
が
そ
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
室
町
幕
府
も
徳
政
の
一
面
と
し
て
の
都
市
法
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
明

朝
廷
に
お
い
て
は
、
観
応
の
擾
乱
以
前
、
一
条
経
通
の
徳
政
意
見
状
が
出
さ
れ
、
続
け
て
悲
田
院
の
建
立
や
沽
価
法
審
議
が
行
わ
れ
、
沽

価
法
で
は
文
殿
に
商
人
を
参
集
さ
せ
、
ま
た
新
制
の
先
例
調
査
も
行
わ
れ
た
。
観
応
の
擾
乱
以
降
は
、
二
条
良
基
の
徳
政
意
見
状
で
は
都
市

賦
課
の
免
除
が
主
張
さ
れ
、
賑
給
定
の
復
興
も
目
指
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
実
際
の
新
制
発
布
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

の
ち
に
嘉
吉
の
徳
政
一
撲
の
さ
な
か
、
万
里
小
路
時
房
が
、
本
来
の
徳
政
と
は
「
抑
徳
政
之
号
者
、
被
施
皇
化
古
来
之
通
称
也
、
諸
人
令
切

（
川
）

蹉
、
其
中
定
新
制
事
也
」
諸
人
が
議
論
を
行
っ
て
、
そ
の
中
で
新
制
を
定
め
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
お
り
、
南
北
朝
期
に
徳
政
議
定
や
意
見
状

と
い
う
議
論
を
経
て
、
救
仙
や
賦
課
軽
減
な
ど
都
市
に
対
す
る
政
策
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

室
町
幕
府
は
、
義
詮
か
ら
義
満
へ
の
代
替
わ
り
を
機
と
し
て
徳
政
の
主
体
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
過
差
禁
令
な
ど
は
朝
廷
の
正
慶
新

制
に
従
う
と
し
て
い
た
が
、
義
詮
死
去
直
後
の
貞
治
六
年
に
は
朝
廷
の
先
例
に
言
及
せ
ず
に
過
差
禁
令
を
発
し
、
義
満
が
征
夷
大
将
軍
と
な

っ
た
翌
年
の
応
安
二
年
に
は
治
安
維
持
・
過
差
禁
令
・
家
屋
保
全
な
ど
の
条
項
を
含
む
侍
所
制
札
を
発
し
た
。
こ
の
制
札
は
、
従
来
の
「
京

都
市
政
権
」
論
で
は
幕
府
に
よ
る
軍
事
・
警
察
権
の
掌
握
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
義
教
・
義
勝
の
代
替
わ
り
に
も
侍
所
制

札
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
幕
府
の
代
替
わ
り
徳
政
で
あ
り
、
平
安
期
以
来
か
ら
の
公
家
新
制
と
同
様
、
都
市
法
は
徳
政
の

重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

平
安
期
か
ら
室
町
期
ま
で
、
都
市
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
法
で
重
要
性
を
増
す
の
は
、
先
ほ
ど
の
分
類
で
⑤
と
し
た
不
安
定
な
都
市
の
居

住
・
家
屋
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
長
保
元
年
（
九
九
九
）
新
制
は
、
公
家
新
制
が
限
定
的
な
過
差
禁
令
か
ら
合
議
を
経
た
施
政
方
針
へ
と
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（
池
）

転
換
し
、
強
制
力
も
強
ま
っ
た
画
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
新
制
で
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
法
が
、
僧
侶
が
車
宿
と
称
し
て
京

都
に
留
住
す
る
こ
と
の
禁
止
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
寿
永
元
年
二
一
八
二
）
飢
饅
と
福
原
遷
都
後
の
混
乱
と
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三
二
飢

饅
に
よ
る
荒
廃
の
際
に
は
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
観
応
の
擾
乱
後
に
も
「
壊
家
売
買
」
を
記
録
所
で
扱
う
な
ど
、
災

害
や
戦
乱
時
に
は
家
屋
の
維
持
が
朝
廷
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
。
室
町
幕
府
は
、
南
北
朝
内
乱
の
中
で
、
建
武
式
目
で
私
宅
点
定
を
禁
じ
居

住
の
維
持
を
促
し
た
ほ
か
、
公
家
新
制
の
②
に
分
類
し
た
獄
の
再
建
を
理
由
と
し
て
、
権
門
か
ら
古
屋
や
検
断
屋
を
接
収
し
よ
う
と
し
た
。

公
家
新
制
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
都
市
法
が
、
権
門
横
断
的
な
支
配
の
根
拠
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
幕
府
の
代
替
わ
り
徳
政
も
都
市
法
を

引
き
継
い
だ
が
、
そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
応
安
二
年
侍
所
制
札
は
、
家
屋
を
壊
し
売
る
こ
と
を
禁
じ
る
一
条
が
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
以
降
は
、
寺
社
権
門
が
境
内
・
門
前
領
を
一
円
支
配
し
、
幕
府
は
そ
の
安
寧
を
保
障
す
る
制
札
を
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕

府
自
身
に
よ
る
権
門
横
断
的
な
居
住
や
家
屋
の
規
制
の
法
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
居
住
や
家
屋
に
関
す
る
規
制
に
は
、
家
屋
単

位
の
賦
課
の
実
現
な
ど
経
済
目
的
と
、
治
安
や
安
定
し
た
集
住
な
ど
、
い
わ
ば
「
都
市
で
あ
る
こ
と
」
自
体
の
維
持
と
い
う
公
共
の
目
的
が

あ
り
、
戦
乱
や
災
害
に
お
い
て
は
後
者
の
目
的
が
強
く
要
請
さ
れ
、
朝
廷
や
幕
府
が
こ
れ
ら
を
担
っ
て
規
制
を
行
っ
て
き
た
が
、
室
町
期
に

は
権
門
が
い
ず
れ
の
目
的
も
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
室
町
後
期
に
は
「
都
市
で
あ
る
こ
と
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、
権
門
が
自
領
か
ら
の
家

（
畑
）

屋
の
持
ち
出
し
を
禁
じ
て
い
た
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幕
府
や
他
権
門
の
介
入
や
法
の
蓄
積
を
意
識
し
て
、
権
門
が
自
領
の
家
屋
を

め
ぐ
っ
て
「
大
法
」
「
洛
中
大
法
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。

平
安
・
鎌
倉
期
の
公
家
新
制
の
都
市
法
の
う
ち
、
以
降
の
室
町
幕
府
の
代
替
わ
り
徳
政
に
引
き
継
が
れ
た
の
は
、
裏
頭
や
博
突
の
禁
令
と

殺
生
禁
断
令
の
み
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
法
に
つ
い
て
は
、
②
獄
に
つ
い
て
は
明
確
な
法
は
な
い
が
、
朝
廷
の
改
元
に
伴
う
赦
で
幕
府
が
少

（
期
）

数
な
が
ら
囚
人
を
用
意
し
て
お
り
、
ま
た
③
や
救
伽
に
つ
い
て
も
、
幕
府
が
非
人
集
団
を
組
織
し
た
り
、
侍
所
が
権
門
横
断
的
に
都
市
民
を

（
妬
）

清
掃
に
動
員
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
が
、
法
と
い
う
形
式
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
都
市
法
の
多
く

（
剛
）

を
引
き
継
が
な
か
っ
た
代
替
わ
り
徳
政
は
、
義
勝
期
に
は
同
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
侍
所
頭
人
の
改
替
に
伴
う
も
の
と
誤
解
さ
れ
、
義
政
親
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政
の
始
期
の
過
差
禁
令
は
、
代
替
わ
り
と
い
う
認
識
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
都
市
の
公
共
機
能
は
、
室
町
初
頭
ま
で
は
徳
政
・
新
制
の
法
と
し

て
発
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
分
権
化
と
法
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
侍
所
の
行
政
や
諸
権
門
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。

へへへへ

'28 127 126 125
－－－ー

（
剛
）
早
島
大
祐
臺
町
幕
府
論
』
（
講
談
社
選
害
メ
チ
エ
、
二
○
一
○
）
、
松
永
和
浩
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
公
家
と
武
家
ｌ
権
限
吸
収
論
の
克
服
」
（
早
島
大
祐
他
編

『
室
町
・
戦
国
期
研
究
を
読
み
な
お
す
』
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
七
）
、
三
枝
暁
子
『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二
な
ど

（
剛
）
村
井
章
介
「
徳
政
と
し
て
の
応
安
半
済
令
」
（
安
田
元
久
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
」
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
榎
原
雅
治
「
室
町

殿
の
徳
政
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
○
、
二
○
○
六
）

（
皿
）
「
園
太
暦
』
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
閏
六
月
二
日
条

（
剛
）
河
内
祥
輔
・
新
田
一
郎
『
天
皇
の
歴
史
四
天
皇
と
中
世
の
武
家
』
（
講
談
社
、
二
○
一
二

（
剛
）
『
園
太
暦
」
正
平
七
年
二
月
二
八
日
条

（
剛
）
『
園
太
暦
』
文
和
二
年
六
月
二
七
日
条

（
脳
）
網
野
善
彦
「
元
亨
の
神
人
公
事
停
止
令
に
つ
い
て
」
（
『
網
野
善
彦
著
作
集
十
三
中
世
都
市
論
』
二
○
○
七
、
初
出
一
九
七
七
）
。
こ
の
ほ
か
の
根
拠
と
し
て
康
永
二
年

（
一
三
四
三
）
の
祇
園
社
綿
座
相
論
が
あ
る
。

（
恥
）
渡
邊
歩
「
後
醍
醐
親
政
初
期
の
洛
中
酒
鑪
役
賦
課
令
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
』
九
、
二
○
○
九
）
、
「
後
醍
醐
親
政
初
期
の
神
人
公
事
停
止
令
」
言
ア
ジ
ア

文
化
史
研
究
』
十
一
、
二
○
一
二
。
た
だ
し
渡
邊
氏
も
、
正
平
七
年
七
月
の
祇
園
社
社
領
往
反
商
人
に
よ
る
「
先
朝
御
代
諸
商
人
公
事
勅
免
之
時
、
有
御
沙
汰
被
停
止
了
」

と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
諸
商
人
の
通
行
料
免
除
は
行
わ
れ
て
い
た
と
認
め
る
。

（
Ⅳ
）
網
野
善
彦
「
元
亨
の
神
人
公
事
停
止
令
に
つ
い
て
」
（
『
網
野
善
彦
著
作
集
十
三
中
世
都
市
論
』
二
○
○
七
、
初
出
一
九
七
七
）

（
期
）
「
祇
園
執
行
日
記
」
正
平
七
年
三
月
三
日
条
（
『
八
坂
神
社
記
録
」
上
）

（
剛
）
「
祇
園
執
行
日
記
」
正
平
七
年
九
月
三
十
日
条
、
十
月
十
八
日
条
、
十
一
月
十
二
日
条
舎
八
坂
神
社
記
録
」
上
）

（
Ⅷ
）
清
水
克
行
「
室
町
幕
府
の
牢
獄
機
構
と
下
層
社
会
」
第
二
三
七
回
法
制
史
学
会
東
京
部
会
（
二
○
二
年
九
月
二
四
日
）
レ
ジ
ュ
メ

（
Ⅲ
）
『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
二
月
二
一
日
条

年
～一

南
北
朝
期
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
森
茂
暁
『
増
補
改
訂
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』
（
二
○
○
八
、
思
文
閣
出
版
）

山
田
徹
『
南
北
朝
内
乱
と
京
都
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
二
一
）

佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」
『
日
本
中
世
史
論
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
、
初
出
一
九
六
三
）
、
『
南
北
朝
の
動
乱
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
）

『
師
守
記
』
貞
治
二
年
閏
正
月
二
六
日
条
、
『
中
世
法
制
史
料
集
二
室
町
幕
府
法
」
追
加
法
九
九
～
一
○
三
条
（
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
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（
Ⅲ
）

（
川
）
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（
脇
）

へへへへ

156 155 154 153
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（
呪
）

（
剛
）
『
師
守
記
」
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
四
月
二
一
日
条
・
五
月
一
六
日
条
。
外
記
中
原
氏
が
こ
の
棟
別
銭
に
対
し
、
延
文
四
年
の
天
龍
寺
棟
別
へ
の
対
応
を
前
例
に
、
在

家
役
は
権
門
勢
家
に
は
賦
課
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
が
長
崎
健
吾
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
長
崎
健
吾
「
室
町
期
京
都
に
お
け
る
地
口
銭
賦
課
体
制
の
成
立
」

『
日
本
中
世
の
課
税
制
度
』
勉
誠
出
版
、
二
○
二
二
）

（
皿
）
水
野
智
之
「
中
世
の
賑
給
・
施
行
・
布
施
・
勧
進
と
将
軍
・
幕
府
」
（
井
原
今
朝
男
室
邑
裕
と
貧
困
』
竹
林
舎
、
二
○
一
三
）
、
『
師
守
記
」
貞
治
六
年
八
月
一
九
日
‐
二

（
岨
）
『
師
守
記
」
延
文
元
年
三
月
二
六
日
条

（
塑
『
園
太
暦
』
「
中
院
通
秀
編
園
太
暦
目
録
」
延
文
二
年
五
月
二
五
日
条

（
岨
）
『
園
太
暦
』
「
中
院
通
秀
編
園
太
暦
目
録
」
延
文
三
年
五
月
四
日
条

（
蝿
）
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
領
叢
刊
砂
巌
』
（
一
九
九
四
、
明
治
書
院
）

（
恥
）
伊
藤
敬
「
新
北
朝
の
人
と
文
学
」
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
九
年
）
、
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
」
（
笠
間
書
店
、
二
○
○
五
）
、
佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）
地
震
に
つ
い
て
は
『
愚
管
記
』
康
安
元
年
六
月
二
一
日
条
・
二
二
日
条

（
Ⅳ
）
下
坂
守
「
京
を
支
配
す
る
山
法
師
た
ち
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二

（
咄
）
五
味
文
彦
「
使
庁
の
構
成
と
幕
府
」
（
『
鎌
倉
時
代
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
二
○
）

（
Ⅷ
）
馬
田
綾
子
「
洛
中
の
都
市
支
配
と
地
口
銭
」
舎
史
林
」
六
○
－
四
、
一
九
七
七
）
、
長
崎
健
吾
「
室
町
期
京
都
に
お
け
る
地
口
銭
賦
課
体
制
の
成
立
」
含
日
本
中
世
の
課

税
制
度
」
勉
誠
出
版
、
二
○
二
二
）

一
日
条
富
田
正
弘
「
室
町
時
代
に
お
け
る
祈
祷
と
公
武
統
一
政
権
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
創
文
社
、
一
九
七
八
）
、
「
室
町
殿
と
天
皇
」

（
『
日
本
史
研
究
』
三
一
九
、
一
九
八
九
）
な
ど

大
田
壮
一
郎
『
室
町
幕
府
の
政
治
と
宗
教
」
（
塙
書
房
、
二
○
一
四
）

『
師
守
記
』
貞
治
六
年
六
月
十
九
日
条
・
七
月
二
九
日
条
・
八
月
七
日
条
な
ど

『
師
守
記
』
貞
治
三
年
四
月
二
九
日
条
・
貞
治
四
年
四
月
三
十
日
条
・
貞
治
六
年
四
月
二
九
日
条
な
ど

丹
生
谷
哲
一
『
増
補
検
非
違
使
中
世
の
け
が
れ
と
権
力
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
○
○
八
）
、
『
貞
和
四
年
記
」
（
「
群
書
類
従
』
第
二
九
輯
下
）

拙
稿
「
侍
所
洛
中
制
札
の
系
譜
」
（
「
法
学
論
叢
』
一
八
二
‐
一
・
二
・
三
、
二
○
一
七
）

佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）
、
『
園
太
暦
』
康
永
三
年
正
月
一
日
条
、
貞
和
二
年
一
二
月
二
九
日
条

佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）
、
『
園
太
暦
』
貞
和
四
年
十
二
月
二
五
日
条
・
二
六
日
条

『
中
世
法
制
史
料
集
二
室
町
幕
府
法
』
四
四
’
五
○
条

『
中
世
法
制
史
料
集
二
室
町
幕
府
法
」
追
加
法
八
六
’
九
○
条
書
花
営
年
代
記
」
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
一
二
月
二
九
日
条
）
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（
脱
）
『
中
世
法
制
史
料
集
二
室
町
幕
府
法
』
追
加
法
九
九
’
一
○
三
条

（
脳
）
「
小
右
記
」
長
和
三
年
二
○
一
四
）
四
月
二
一
日
条
、
治
安
三
年
（
一
○
二
三
）
五
月
十
三
日
条
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
平
安
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
、

『
花
園
天
皇
辰
記
』
元
亨
四
年
六
月
一
六
日
条
な
ど

（
脳
）
桃
崎
有
一
郎
『
中
世
京
都
の
空
間
構
造
と
礼
節
体
系
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
○
）
な
ど

（
脳
）
「
小
右
記
」
治
安
三
年
（
一
○
二
三
）
五
月
十
三
日
条
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
平
安
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

（
脳
）
「
大
判
事
生
信
」
が
祇
園
社
の
宝
寿
院
に
対
し
「
惣
別
京
中
屋
者
不
可
壊
之
由
、
被
置
御
法
候
間
」
と
伝
え
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
年
未
詳
で
あ
り
、
こ
の
人
物
に
つ
い

て
も
不
明
で
あ
る
（
「
祇
園
社
記
続
録
」
三
「
八
坂
神
社
記
録
』
下
）

（
血
「
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
一
二
年
八
月
二
一
日
条
（
『
東
寺
百
合
文
書
』
以
下
『
東
百
』
く
函
二
号
）

（
脇
）
「
祇
園
執
行
日
記
」
正
平
七
年
十
一
月
八
日
条
（
『
八
坂
神
社
記
録
』
上
）

（
剛
）
「
祇
園
社
記
雑
纂
こ
応
永
二
年
三
月
十
七
日
（
『
八
坂
神
社
記
録
」
下
）

（
Ⅲ
）
村
井
章
介
「
徳
政
と
し
て
の
応
安
半
済
令
」
（
安
田
元
久
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
榎
原
雅
治
「
室
町

殿
の
徳
政
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
○
、
二
○
○
六
）

（
皿
）
『
愚
管
記
』
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
閏
七
月
二
八
日
条

（
脇
）
下
坂
守
『
京
を
支
配
す
る
山
法
師
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
二
、
五
味
文
彦
「
使
庁
の
構
成
と
幕
府
」
（
「
鎌
倉
時
代
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
二
○
）

（
脇
）
佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）

（
肌
）
拙
稿
「
侍
所
洛
中
制
札
の
系
譜
」
（
『
法
学
論
叢
』
一
八
二
‐
一
・
二
・
三
、
二
○
一
七
）

耐
）
扇
世
法
制
史
料
集
二
室
町
幕
府
法
』
一
八
五
’
一
八
七
条
、
『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
九
月
一
五
日
条

（
恥
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
五
月
二
四
日
条
、
「
宗
賢
卿
記
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
閏
正
月
一
三
日
条
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
同
年
閏
正

（
Ｗ
）
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」
『
日
本
中
世
史
論
集
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
、
初
出
一
九
六
三
）
、
『
南
北
朝
の
動
乱
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
）
、
今
谷
明
「
門
前
検

断
と
釘
貫
」
（
「
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
○
○
六
、
初
出
一
九
七
五
）

（
畑
）
瀬
田
、
拙
著
『
中
世
の
法
秩
序
と
都
市
社
会
』
第
四
章
（
塙
書
房
、
二
○
一
六
）

（
刑
）
仁
木
宏
『
京
都
の
都
市
共
同
体
と
権
力
』
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
○

（
伽
）
松
井
直
人
「
室
町
幕
府
侍
所
と
京
都
」
（
官
ス
ト
リ
ア
』
二
六
五
、
二
○
一
七
）
、
馬
田
綾
子
「
洛
中
の
都
市
支
配
と
地
口
銭
」
（
『
史
林
」
六
○
’
四
、
一
九
七
七
）
、
長

崎
健
吾
「
室
町
期
京
都
に
お
け
る
地
口
銭
賦
課
体
制
の
成
立
」
（
『
日
本
中
世
の
課
税
制
度
』
勉
誠
出
版
、
二
○
二
二
）

（
皿
）
早
島
大
祐
『
室
町
幕
府
論
」
（
講
談
社
選
害
メ
チ
エ
、
二
○
一
○
）

月
二
六
日
条
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（
脱
）
『
八
坂
神
社
文
書
」
二
二
○
三
・
二
二
○
四

（
伽
）
「
吉
田
家
日
次
記
」
「
大
日
本
史
料
』
応
永
十
年
三
月
二
日
条

（
剛
）
清
水
克
行
「
室
町
後
期
に
お
け
る
都
市
領
主
の
住
宅
検
断
」
含
室
町
社
会
の
騒
擾
と
秩
序
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
四
）
、
三
枝
暁
子
「
戦
国
期
北
野
社
の
閾
所
」
（
「
比

叡
山
と
室
町
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二

（
脳
）
『
大
日
本
史
料
』
寛
正
四
年
三
月
五
日
条

（
Ⅷ
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
三
三
年
六
月
七
日
条
含
東
百
』
く
函
一
二
号
）
。
土
倉
の
検
封
は
侍
所
の
意
向
を
尋
ね
て
か
ら
な
ど

（
皿
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
永
享
十
年
二
月
二
三
日
条
（
「
東
百
」
ち
函
一
二
号
）
。
八
坂
塔
は
火
災
か
ら
の
再
建
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
清
水
克
行
「
室
町
幕
府
の
牢
獄
機
構
と
下
層
社
会
」
第
二
三
七
回
法
制
史
学
会
東
京
部
会
（
二
○
二
年
九
月
二
四
日
）
レ
ジ
ュ
メ
）

（
伽
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
三
三
年
八
月
四
日
条
壽
東
百
」
く
函
一
二
号
）

（
伽
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
享
徳
元
年
十
月
二
四
日
条
（
『
東
百
』
く
函
二
○
号
）

（
Ⅷ
）
新
田
一
郎
「
中
世
社
会
の
構
造
転
換
」
「
中
世
後
期
の
社
会
と
法
」
（
水
林
彪
他
編
『
法
社
会
史
」
山
川
出
版
社
、
二
○
○
一
）

面
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
十
二
年
七
月
二
十
日
条
舎
東
百
』
く
函
二
号
）

（
皿
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
二
十
年
六
月
二
十
日
条
舎
東
百
』
く
函
六
号
）
、
応
永
三
三
年
二
月
一
二
日
条
舎
東
百
』
く
函
一
二
号
）

（
剛
）
伊
藤
俊
一
他
編
『
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
』
第
一
巻
（
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
二
）
三
二
頁
註
十
三
で
、
外
部
へ
の
家
屋
の
持
ち
出
し
が
「
貞
治
五
年
七
月
日
付

東
寺
諸
坊
禁
制
条
々
定
文
」
（
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
二
五
七
箱
二
号
）
に
お
い
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
肌
）
「
室
町
幕
府
侍
所
頭
人
赤
松
義
則
禁
制
案
」
（
康
応
元
年
十
月
十
九
日
『
東
百
」
ろ
函
一
二
、
「
室
町
幕
府
侍
所
頭
人
京
極
高
光
禁
制
案
」
（
応
永
一
六
年
六
月
九
日
『
東

百
』
そ
函
三
三
。
ま
た
、
応
永
元
年
に
も
侍
所
制
札
が
あ
っ
た
（
「
山
崎
商
人
二
郎
請
文
」
『
東
百
』
さ
函
七
五
）

（
恥
）
「
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
」
応
永
十
一
年
三
月
一
七
日
・
四
月
三
日
・
五
月
九
日
条
（
「
東
百
』
く
函
一
号
）

（
Ⅷ
）
拙
著
『
中
世
の
法
秩
序
と
都
市
社
会
」
第
四
章
（
塙
書
房
、
二
○
一
六
）

（
Ⅲ
）
櫛
木
謙
周
『
日
本
古
代
の
首
都
と
公
共
性
』
序
章
（
塙
書
房
、
二
○
一
四
）

（
伽
）
保
立
道
久
「
町
の
中
世
的
支
配
と
展
開
」
（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入
門
」
二
、
東
大
出
版
会
、
一
九
九
○
）
、
羽
下
徳
彦
「
領
主
支
配
と
法
」
（
『
岩
波

講
座
日
本
歴
史
中
世
一
」
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）

（
棚
）
『
小
右
記
」
治
安
三
年
（
一
○
二
三
）
五
月
十
三
日
条

（
剛
）
佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）

（
川
）
「
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
九
月
一
四
日
条

（
”
）
佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
）
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（
鵬
）
清
水
克
行
「
室
町
後
期
に
お
け
る
都
市
領
主
の
住
宅
検
断
」
（
『
室
町
社
会
の
騒
擾
と
秩
序
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
四
）
、
三
枝
暁
子
「
戦
国
期
北
野
社
の
閾
所
」
（
『
比

叡
山
と
室
町
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二

（
剛
）
拙
稿
「
中
世
京
都
の
赦
免
」
（
額
定
其
労
他
編
『
身
分
と
経
済
』
慈
学
社
出
版
、
二
○
一
九
）

（
加
）
三
枝
暁
子
『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
二
）
、
松
井
直
人
「
室
町
幕
府
侍
所
と
京
都
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
こ
二
六
五
、
二
○
一
七
）

（
皿
『
建
内
記
」
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
二
九
月
一
五
日
条


